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  令和９年度 釧路工業高等専門学校編入学生選抜検査 

出題の意図 【 電 気 基 礎 】 

 

問題１ 電気計測やセンサ回路の基礎となるブリッジ回路について，回路構成の正確な図示能力

と，「平衡条件」における電位の概念を確認する。    

（１） ブリッジ回路の回路構成を理解し，正確な回路図を記述できるかを問う問題。 

（２） ブリッジ回路における平衡状態の名称とそのとき抵抗間に成り立つ関係式を問う問題。 

（３） 回路内の 2点間の電位差が 0であり，このことが電流を流さないことを説明する問題。 

問題２ 直流回路と異なる交流特有の概念である「電力の種類」および「力率」の定量的・定性的

な理解を問うとともに，電力工学（送配電）における力率改善の工学的意義を考察できるかを確認

する。    

（１） 実際の仕事に変換される「有効電力」と，電源と負荷（L・C 成分）の間を往復するだけの

「無効電力」の物理的性質の違いを明瞭に区別しているかを問う問題。 

（２） 有効電力の基本式（𝑃 = 𝐼𝑉 cos𝜃）の定着を確認するとともに，力率が「供給された全体

の電力（皮相電力）のうち，実際に仕事として活用される電力の割合」であることを理

解しているかを問う問題。 

（３） 力率の改善を行ったことで全電流が減少することを把握し，送電路における電力損失の

低減に寄与していることを考察できる応用力を問う問題。 

 

 


